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第 3 版はしがき

　本書の第 2版を上梓してから 5年が経過しました。この間に、日本版「司法

取引」の導入に伴う「司法作用に対する罪」の法定刑の引上げや性犯罪規定の

改正など、各論の分野における刑法の一部改正が相次いだほか、これまで「傾

向犯」と解されてきた強制わいせつ罪における「性的意図」を不要とするかの

ような最高裁大法廷判決をはじめ、正当防衛や過失犯の共同正犯、実行の着手

などに関する重要判例が出てきました。

　そこで、本書では、これらの法改正や重要判例を、刑法の総論に関する限り

で反映させ、その内容を最新のものとしました。あわせて、さらにわかりやす

いように、いくつかの個所で表記をあらためています。もちろん、簡単な具体

例を用いて刑法総論の理論をわかりやすく解説するという本書の特色は、本版

でも維持されています。これまでの版と同様、多くの読者に恵まれることを期

待します。

　第 3版の刊行については、法律文化社編集部の梶原有美子氏にお世話になり

ました。記して謝意を表します。

2020年 1 月

立命館大学教授　松宮　孝明
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第 2 版はしがき

　ハイブリッドシリーズの刑法各論に続き，このたび，刑法総論も改訂するこ

ととなりました。本書は，2009年の初版以来，幸いにも多くの読者に恵まれる

ことができました。その間に，2010年の公訴時効・刑の時効に関する改正のほ

か，2011年の「情報処理の高度化等に対処するための刑法等の一部を改正する

法律」，2013年の一部執行猶予制度導入に関する改正および「自動車運転によ

る死傷行為等の処罰に関する法律」の制定等があり，総論を扱う本書でも，記

述を改めるべき分野が出てきました。あわせて，重要な新判例も出てきていま

す。

　そこで，わかりやすさと水準の高さをあわせて追求するという本書の目標か

ら，初学者の学習のために必要最小限の改訂をしたのが，この第 2版です。初

版同様，多くの読者に恵まれることを期待します。

　なお，第 2版の刊行については，法律文化社編集部の掛川直之氏にお世話に

なりました。記して謝意を表します。

2015年 3 月

立命館大学教授　松宮　孝明
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　本書は，ハイブリッドシリーズの刑法総論の教科書です。同じシリーズの刑

法各論と対をなすもので，わかりやすさと水準の高さをあわせて追求したもの

です。そのため，口語体の表記で，随所に具体例（case）を差し挟んで解説す

ることにしました。執筆陣には，関西刑法読書会で育った若手・中堅の刑法学

者を結集し，「思いつき」でない，しっかりした基礎研究に裏づけられた本物

の刑法学を展開してもらいました。もちろん，判例や学説の紹介は客観的であ

ることを心がけていますが，分担執筆ですので，各部分の執筆担当者の注目す

べき見解も，随所にみられます。その意味で，学習上でも学問的にも価値の高

いものに仕上がったと思います。初学者の方は，Topicや Further Lessonは

後にして，「刑法の学習の指針」を参考にしつつ，本文から先に読み進めてく

ださい。その後に全体を読み通すことで，ほかの教科書では得られなかった納

得と満足が得られるものと思います。

　なお，本書の企画から監修・編集までの作業には，近畿大学准教授の豊田兼

彦氏の多大なる貢献をいただきました。また，執筆者各位には，本書を読みや

すくするためとはいえ，編者の相当に無理な注文にも快く応じていただきまし

た。さらに，編集・出版には，法律文化社編集部の山科典世氏にお世話になり

ました。記して謝意を表します。

　最後に，本書が，多くの読者に恵まれることを祈念します。

2008年 9 月

立命館大学教授　松宮　孝明




